
 社交ダンス教師 求人 

 

加藤周介ダンスアカデミーを主催している、加藤周介です。 

 

加藤周介ダンスアカデミーでは、社交ダンス教師を募集しています。 

『このダンス教室で働いてみたい！』『働きながら競技会でも活躍もしてみたい！』と 

思われる方、ご興味のある方は、ぜひ下記の文章をお読みください。 

あなたの活躍できる場を提供いたします。 

 

 

ダンス教師を募集していますが、『社交ダンスを踊れれば誰でもよい』という訳ではありま

せん。当教室の理念を理解し、当教室のスタッフと共に高めあえる方と、一緒に仕事をし

ていきたいと思っています。 

 

具体的に『このような先生と一緒に働いていきたい』というのは以下の通りです。 

 

 

１、向上心をもつこと、粘り強く実践すること  

どんな物事もそうですが、「この事を学びたい！」「もっと成長したい！」という、 

勉強好き、改良好きな一面を持っていれば、その分野で活躍することができると 

思います。 

 

例えばあなたも最初からカッコよかった訳ではないと思います。 

しかし何故かモテるようになりました、とします。(*^_^*) 

それはあなたが「好感をもたれるためにはどうすれば良いのか」という事を 

試行錯誤された結果ではないでしょうか。 

 

ダンス習得すること、教えることも同じです。 

 

常にレッスンは「より上手になってもらうためにはどうしたらよいだろうか」と 

考えてください。 

さらに「より楽しんでもらうには？」 

「より元気になってもらうには？」 

問いも答えも無限にあります。そのなかであなた自身が 

「もっとダンスが上手に！」 

「もっと魅力的な踊り手に！」 

「コンペで活躍する選手になりたい」 



「見聞を広げたい」 

等など、の目標を見つけることと思います。 

それに向かって貪欲に、出来るまで試行錯誤、実践するためには『勉強好き』であり 

『向上心をもっている』という事が大事だと思います。 

 

 

２、何でもする覚悟があること  

ダンス教室は「ダンスを通して皆が成長をする場」という‘道場’的な一面があると 

考えています。生徒さん、スタッフ問わず共に成長し、尊敬し合える環境作りが 

大切であると考え、それを実践できる教室こそ、私の理想であります。 

 

よって、「ダンス教師は、ダンスだけ教えていればよい」というわけには 

いかなくなります。環境を良くするためにも、あいさつ、おそうじに始まり、 

教室運営にまつわる様々な雑務をこなしていただきます。それらは、あなたの人格を 

磨く特効薬となるとても大切な仕事ととらえています。 

 

また、ダンス教室の分野は、この先いろいろな可能性を孕んでいると考えています。 

変化する時代をとらえ、形式形態も自在に変わっていかなければならないと思ってい

ます。あなたの頑張りやアイデア、やり方しだいで、仕事を創造していくことができ

ます。貪欲に『トライ』する「何でも屋さん」を望みます。 

 

 

３、相手の幸せを願えることが出来る 

 繰り返しになりますが、ダンス教室は「サービス業」であると同時に、 

「成長をうながす場」であると考えています。 

 

当然ですが、生徒さんがダンスを楽しんでいて下さるからこそ、私たちは仕事を 

続けていくことができるのです。生徒さんに感謝の気持ちを持つと同時に 

「ダンスを習ったおかげで人生が豊かになった」と思ってもらえるよう、 

生徒さんの幸せを願うことができる方を望みます。 

スタッフに対しても同様です。 

各々がレッスンに専念出来るのは、他のスタッフの支えがあるからです。 

言い方を変えれば、他のスタッフの協力なしに、レッスンを継続する事は難しいです。

「一人はみんなの為に、みんなは一人の為に」お互い助け合い、切磋琢磨し、 

各自の利益追求のみでなく、全体の発展を考えた行動をとる方を望みます。 

 



 

以上３点を心がけていただくことが、採用の条件です。 

最後に当教室で働いて頂く上での諸条件です。 

給与 インタビューの後、決定 

その他 

※経験年数によって優遇致します。 

※その他、社員旅行あり 

※交通費は実費支給（上限あり）  

※勤務時間：平日 13：00～22：00 

土曜 13：00～19：00 

日曜、祝日休み 

 

ここまでお読み頂いて、「このダンス教室で働いてみたい！」と思われた方は、 

メール info@ks-da.com、もしくはお電話 03-3888-0648（採用担当：加藤） で 

お申込下さい。 

 

あなたと出会い、そして共に成長出来る日が来るのを楽しみにしています。 

最後までお読み頂き、ありがとうございました。  

 


